
【アクセス】
電車 ・京阪本線『 四条駅』 徒歩 分

・阪急京都線『河原町駅』 徒歩 分
・地下鉄東西線『東山駅』 徒歩 分

京都市バス ・『祇園』下車すぐ
※来館者用の駐車場はございません。お近くの
コインパーキングか公共交通機関をご利用ください。

【開館時間】 ～ 入館は まで

【休館日】月曜日（休館日が祝日の場合、翌平日に振替）

【入館料】
大人 円／大学生・高校生 円／中学生・小学生 円
小中高生 名以上と同伴の大人は、 名につき 円引き（大人 名まで）

【多言語対応】
英語・中国語・韓国語の音声
ガイドを貸し出し （ 台 円）

▶音声ガイド使用の様子

〒 京都市東山区祇園町南側 番地

電話
ホームページ

八坂神社・知恩院・建仁寺・清水寺に近い立地です。

祇園祭ぎゃらりぃ



ワークショップ（ ）
【場所】漢字ミュージアム 階
【申込】開催日の開館（ ： ）以降、漢字ミュージアム

券売受付にてお申し込みください。先着順。

アイロンビーズで漢字！
アイロンビーズを使って、漢字コースターや
漢字キーホルダーを作ることができます。

【対象】どなたでも
※小学校低学年は要保護者同伴

【日程】 月 日（日）
月 日（土）
月 日（日）

【時間】 ： ～ ：
： ～ ：

【定員】各回 名
【料金】入館料＋教材費 円

漢字カルタを作ろう！
自分の知っている漢字と部首を使って、オリジナルの
手書き漢字カルタを作ります。

【対象】小学生以上
【日程】 月 日（日）

月 日（日）
【時間】 ： ～ ：

： ～ ：
【定員】各回 名
【料金】入館料＋教材費 円

消しゴムはんこを作ろう！
身近な素材 消しゴム を使って、古代文字を学びなが
らはんこを作りましょう。
【対象】どなたでも ※小学校低学年は要保護者同伴
【日程】 月 日（日）

月 日（土）
月 日（土）

【時間】 ： ～ ：
： ～ ：

【定員】各回 名
【料金】入館料＋教材費 円

拓本を取ろう！
墨を使って瓦当（がとう／瓦の先端の円形部分）から
文字や絵を紙に写し取ります。

【対象】小学生以上 ※筆ペンで漢字を書きます
【日程】 月 日（土）

月 日（日）
月 日（日）

【時間】 ： ～ ：
： ～ ：

【定員】各回 名
【料金】入館料＋教材費 円

漢字
ミュージアム
カレンダー

臨時開館・休館予定は
漢字ミュージアム サイト
にてお知らせします

水書き体験×漢字缶バッジ作り
回で２種類の体験ができます。

①缶バッジ作り 好きな漢字、自分の名前の漢字など
② サイズの特殊な紙に、筆で大きく漢字を書く
【対象】小学生以上
【日程】 月 日（月祝）

月 日（土）
月 日（日）
月 日（金祝）

【時間】 ： ～ ：
： ～ ：

【定員】各回 名
【料金】入館料＋教材費 円

粘土で漢字を作ろう！
漢字から想像した風景や物などを粘土を使って表現し
ます。
【対象】どなたでも
【日程】 月 日（土）

月 日（土）
月 日（土）

【時間】 ： ～ ：
： ～ ：

【定員】各回 名
【料金】入館料＋教材費 円

【料金】各回 円 入館料を含む 、年パスお持ちの方は各回 円
※ 2018年 月 日までに全 回一括でお申し込みいただくと割引

円 入館料を含む 、年パスお持ちの方は 円

【場所】漢字ミュージアム 階 多目的室
【申込】・電話

・券売受付

明治維新を機とする「文明開化」から現代にいたるまでの 年間に、日本はさまざまな領域で
大いなる変化を経験したが、言語と文字についても、それは例外ではなかった。
今回は、この 年のあいだに起こった文字文化の変容について考える。

「明治 年と漢字」

月 日 土 ① 文明開化と漢語 【講師】荒川 清秀 愛知大学教授
月 日 土 ② 日本漢字音研究の発展ー有坂秀世を中心にー 【講師】森 博達（京都産業大学教授
月 日 土 ③ 民衆と漢字 【講師】笹原宏之 早稲田大学教授
月 日 土 ④ 戦後の漢字政策とその反響 【講師】円満字 二郎 辞書編集者
月 日 土 ⑤「国語科」誕生以前の漢字教育 【講師】和崎 光太郎 京都市学校歴史博物館学芸員
月 日 土 ⑥ これからの漢字を考える 【講師】阿辻 哲次 京都大学名誉教授、漢字文化研究所長

※各回とも ： ～ ： 開催、 月 日 土 のみ ： ～ ： 開催。

荒川 清秀 森 博達 笹原 宏之 円満字 二郎 和崎 光太郎 阿辻 哲次

年間パスポートのご案内
購入日から１年間、何度でも入館できる、とっても
お得なパスポートです。
【購入方法】漢字ミュージアム券売受付にて販売
【料金】大人 円 大学生・高校生 円

中学生・小学生 円

オリジナル切手のご案内
来館記念に漢字ミュージアムオリジナル切手を貼って
ご家族や大切な人に宛てて手紙を書いてみませんか。
館内には専用ポストもあります。

本講座では、死という根本の問題から儒教を問い直し、
その宗教性を指摘する。そして孔子以前に始まる歴史を
たどりながら、現代との関わりを考える。
※『論語』増補版 講談社学術文庫 を
購入のうえ、ご参加ください。

【日時】 月 日 木 月 日 木
月 日 木 月 日 木
月 日 木 月 日 木

各回とも ： ～ ：
※場所・申込方法・料金は、上記の連続講座と同じ。
全 回一括割引の申込期限は 月 日 木 です。

年度 後期
漢検 漢字文化研究所 連続講座 第４弾

大阪大学名誉教授 加地伸行先生の講座 第４弾

「儒教とは何か」


